
 

１ はじめに 

 本稿では，表題のように「技術」について述べる．ここで取り扱う「技

術」は，日本におけるそれに限り，諸外国の技術については，余り触

れない．それは，著者の考察が十分に及んでいないことのほか，我が

国の意味する技術と諸外国のそれは異なると考えるからである． 

 本論に入る前に，筆者がこの課題を取り上げる動機について述べる．

それは，著者が日本の「技術」について危惧の念を持っており，その

ため，いま，「技術」について再考する必要があると考えたからである．

具体的には，ものづくりの有り様は，いま大きな変革が起こっており，

それが関係してその前提にある技術には変質が生じていると，著者

は考えている．ここで，「変質」は「変革」のためであれば妥協可能，あ

るいは期待すら可能であるが，「変質」が「低下」であると，それは危惧

となり，穏やかではない．著者は，後者の立場から，「技術」に対して

再考することとした．以下，本論とする． 

２ 技術に対する視座 

 「技術」に関わる著作，論述，そして考察は，これまで無数にあるが，

身近な書籍を文献に掲げた(1)〜(24)．著者は，技術とは，経験から身に

つけるもの，体得されるものであると考えており，技術は記述したり論

じたりするものではないと考えているが，学問として技術を取り扱うた

めには，記述し論じる必要がある． 

2.1 技術の時間性 

 「技術のあけぼの」という表現がある．これは技術を歴史としてとらえ

た場合，これまでの人間の歩みを有史まで遡ったときの端緒にあたる．

それは人間の成長の歴史，変遷である．こうして見ると，その「あけぼ

の」においても，その「技術」は，当時には最新で，先端的であったと

言える．そしていまの時代，すなわち現代における先端技術も，将来

や未来には，稚拙な技術と呼ばれるかもしれない．したがって「技術」

を論じる場合には，技術は時間の流れには無関係な「概念」として考

察する必要がある．これが，著者の技術に対する第１の視座である． 

2.2 技術の地域性 

 後述するように技術は，人間の自然の関わりの中にあり，国や地方，

あるいは地域により異なる．それは，目的と密着した対応であり，地域

の慣習や文化に関わっている．地球は広いので，日本の技術とそれ

以外の国や地方の技術を，同じ解釈で論じることができないという理

由がここにある．これは，技術に対して地域性，多様性を許容すると

いうことである．これが，著者の技術に対する第２の視座である． 

2.3 技術の細分化とその体系化 

 技術は，人間が生きるためにある．動物にも技術がありそれは知恵

に由来する．したがって，技術のもう一つの視座として，行動に対する

所作の細分化とそれらをつなぐ統合，すなわち体系化という視座が必

要になる．これは，時間と場所，そして生物の違いをも包括する視座

でもある． 

３ 技術に対する著者の定義 

 前章の視座を中心に据えて，著者が見出した「技術」の定義は，次

のようにまとめられている． 

  「技術とは経験を通して獲得した対象行動への優れた適応力」 

 この定義は，月刊誌『機械設計』において，疲労設計に対する解説

をまとめる際に帰納した結論であった(23)．それは，この主題にあるよう

に，設計とものづくりのジョブに深く関わってはいるが，それに限定さ

れるものでなく，行動という対象全般を視野にいれた定義である． 

 この定義のキーワードは，「経験」，「対象行動」，「優れた適応力」の

３つである．「経験」は，「科学の力を借りた学習や，自らの工夫や創意

に基づくもの」で，多くの経験こそが大切なことであるとしている．「対

象行動」は，「目的を意識した行動が技術の前提にあること」を示して
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いる．「優れた適用力」は，「目的行動に対応した振る舞いであるが，

とくに“優れて”いる必要があること」を強調している．無駄な振る舞い

や合理的でない振る舞いは，この適用力，あるいは技術には含めな

い． 

４ 技術に対する従来の見解との比較 

 ここで，先人による「技術」に対する見解，あるいは定義について，

ごく一部についてサーベイする． 

 唯物論研究会の相川春喜は，“技術とは労働手段の体系である”と

いう「体系説」を唱えた(9),(12)．ここでは，「技術＝労働手段の体系」であ

るとしている．武谷三男は，“技術とは人間実践（生産的実践）におけ

る客観的法則性の意識的適用である”と規定し，いわゆる「適用説」と

言われている(9),(12)．両説は，ものづくりという労働と生産に限定した見

解である． 

 ものづくりに限定せず，「技術」をとらえた解釈が三枝博音(12)によりな

されている．“人間の生活のあるところには必ず技術がある．技術のあ

るところには必ず知性が働いている．技術は知力発達の母胎である”．

1939 年3 月頃の三枝の基本姿勢としては，“技術は過程としての手段

である”と，大枠で述べられている(12)．また，三枝は，“技術とは，人間

の実践的な生産における客観的な規則による形成の判断的過程であ

る”と規定している(12)．ここで，技術に，「過程の中の手段としての筋

道」，そして「知性と判断的過程という価値の概念」が含められた． 

 一方で，技術を人間と自然との対峙としてみる概念は，合理性を持

っている．教育を，“人間をつくる技術としての教育”(12)としてみる見方

は，“つくりだす者―人間”（ホモ・ファーベル）(4),(5)からの派生である．

電気化学者の丸山益輝(9)は，“技術とは人間のための自然の利用で

ある”と，概念づけている．そして技術の発達の一般様式として，年代

とともに技術の単位機能が増加することを述べている．技術の進歩の

図式である． 

 大輪武司(14)は，“技術は人間に固有のものではない”，“技術は神が

作らなかったものを作る”として，技術と人間の可能性について語って

いる．村上陽一郎(10)は，技術の対象として，人間の行動を規定する技

術として論考し，“技術は，生きるためにあるのは自明であるが，人間

の技術には，死を巡るものもあるとしている．すなわち，戦争や死刑，

さらには自殺にも技術がある，ということである． 

 ここで，日本古来の技術について言えば，伝統技術が日本を支えて

きた．吉田光邦(5)は，「伝統技術論」として，“技術は人類とともに古い

歴史をもっている．人類は自然の資源のなかからその利用価値を発

見し，その資源に対応してそれぞれの技術を発見して物質文化を形

成した．自然は素材を提供し，人間は技術をもってそれに形を与え，

用途を与える．したがってそれは人間の行動様式のひとつの体系で

ある．人がホモ・ファーベル（工作人）と呼ばれる理由はそこに存在し

ている”．人間と自然の関わりにおいて，いま私たちは持続できる地球

をつくるための「技術」を活かして，解決策を見出さなければならない．

そうした見地から，小宮山宏(17)は，『地球存続の技術』を著している． 

 以上のように，｢技術｣は，多面的であるが，それをつないだ見方が，

著者の技術の定義であろう．ここには，三枝の過程，価値もいれ，筋

道としての技術を表現となっている．すなわち，技術は，過程である

ので，その中にはいくつかの通過点がある．それは，始点から終点ま

でへの連続した流れといえる．その通過点を，著者は「技」と呼ぶが，

「技」は，「技術」の基本要素である．わかりやすく，述べれば「技」の連 

 

 

 

 

   図１ 成功した（上手な）技の連鎖（①から④）の例 

 

鎖が「技術」として体系づけられる．この体系においては，図１のように

成功した技の連鎖が，優れた適用力，すなわち「技術」を実現する． 

５ おわりに 

 技術は，一こまではなく，いくつかの過程からなる成功のつながりで

あり，それは，全体として好結果を生み出す連鎖であるとも言える． 

 例えば，書道をとりあげるとわかりやすい．白い紙あるいは色紙に，

黒い墨を含んだ筆に動きを与え，誰もが感動する書画をつくり出す技

の連続が，書道という技術である．同様に，鑿（ノミ）の刃先と金槌の一

撃の動き，その連続が立派な彫像をつくりあげる．また，最適に回転

する金属棒に，最適なバイトで，最適な切り込みを入れ，最適に 2 軸

方向にそれを動かし，3 次元物体を創成する旋盤作業・・・．さらには，

一瞬の現象を切り取るデジタルカメラ撮影も，被写体とカメラの織りな

す事象の同時確率の好結果こそが，技術である．カメラの作り手にも

技術があり，使い手にも技術がある．下手と失敗ではなく，上手と成功

の技の連鎖が，技術と呼べるものである． 

 そうした意味から著者は技術を，「技術とは経験を通して獲得した対

象行動への優れた適応力」とした．技術の獲得には，感覚と判断，修

正と改良，PDCAと裁量，そして経験の体系化を磨く，精神こそが重要

であると考える．それが「人の歴史は，技術の歴史」(25)という歴史を練り

上げてきたのである． 
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